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掲載されたが，その経緯について坂下の書や The Wonder は
詳しく触れてはいない．もちろんこうした新聞掲載情報は
極めて怪しいものが多かったし，スキャンダルとして扱
おうとする傾向があった．The Wonder でも gossip（Gaye 











1897（明治 30）年 7月には第 1回目の帰国を果たしてい
る（長沢 45歳）．そして 1900（明治 33）年には経営の全
責任を負うことになる．
　このような背景の中で事件は起こった．概要はこうであ
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